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林 衛（富山大学）， 鈴木崇之（講談社週刊現代副編集長）， 津田大介（ジャーナリスト）， 杜	 雲翼（日本テレビ報
道局）， 弓場敬夫（北海道新聞編集局）， 難波美帆（早稲田大学/サイエンス・メディア・センター） 
 
日時 11/20（日）12:45-14:15 
会場 産業技術総合研究所臨海副都心センター本館 4階 会議室 1 
 
	 主催：原発震災を検証する有志の会 
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 トップ > ニュースセレクト > 気象･地震 > 東日本大震災 > 東日本大震災　図説集　写真一覧 > 写真
[PR] 【１０年で３億つくる!?】サラリーマンでもできる不動産投資！



































































































































































































































































   ※一般の人の年間被曝量を 1ミリシーベルト以下に抑えるというルールは、 
     ＩＣＲＰ＝国際放射線防護委員会が勧告した数値で、「放射線は浴びないのに 
     越したことはない」という極めて保守的な考えに基づいた値です。 
    ※国内で自然に浴びる放射線の量は、1～2ミリシーベルトと暮らしている地域 
         によって１ミリのばらつき幅があります。 
※放射線医療の国際的な考え方として、100ミリシーベルトまでは、ほとんど 
 健康被害は見られないというのが一般的です。 
ライバル週刊誌にガイガーカウ
ンターの技術解説登場。このこ
ろ「煽らない本誌」という逆セ
ンセーショナリズムに？
NHK報道局内部文書：“我々の取材も政府の
指示に従い行なうことが原則”“年1mSv以下
に抑えるというルールは…「極めて保守
的」”。実際の報道もほぼそのとおりに。
「がんの場合，約100mSv以下の線量におい
て不確実性が存在するにしても，疫学研究及
び実験的研究が放射線リスクの証拠を提供」
ICRP Pub.103の根拠が未共有のままだ。
サイエンスアゴラ2011「検証・原発震災報道」
ワークショップ配付資料（問題提起者：林 衛制作）
